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フ

ス

ア
リ
ア
ン
の
讃
美
歌

タ

フ

ー

ジ

ャ

マ

イ

カ

-

-

フ

ス

タ

ブ

ァ

リ

運

動

の

ナ

イ

ヤ

ビ

ン

ギ

音

楽

間

!

先
号
で
は
、

ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
讃
笑
款
の
表
現
に
つ
い
て
、
場
と
し
て
の
グ

ラ
ウ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
、
表
現
手
段
・
技
法
と
し
て
の
楽
器
・
リ
ズ
ム
・
旋
律
等

を
取
り
上
げ
た
。
ま
た
表
現
の
内
容
に
つ
い
て
は
歌
調
を
中
心
K
、
代
表
的

な
グ
ル
ー
プ
(
エ
チ
オ
ピ
ア
正
統
教
会

(
B
O
Cと
略
す
〉
、
エ
チ
オ
ピ
ア
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
グ
レ
ス
〈

E
I
C
と
略
す
)
、
十
二
部
族
)

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

今
回
は
ま
ず
、
表
現
内
容
の
考
察
を
別
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
行
う
。
次

い
で
、
総
括
し
て
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
の
機
能
的
側
面
(
象
徴
と
意
義
)
を

級
い
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
社
会
、
文
化
へ
の
影
響
に
も
若
干
触
れ
た
い
。

四

ラ
ス
タ
フ
7

リ
議
美
歌
の
表
現
(
続
)

4 

表
現
の
内
容
|
歌
詞

l
〈
続
)

長
嶋

佳
子

同
「
神
権
政
治
」

乙
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、

- 100-

一
九
四
七
年
頃
に
は
泊
現
し
て
い
た
と
さ
れ
る

「
ド
レ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク
ス
」
(
り
「
塁
手
-onr巴
が
多
く
い
る
。
し
か
し
、

他
の
諸
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
て
顕
著
な
特
徴
を
射
出
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

例
え
ば
先
号
で
紹
介
し
た
三
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
緩
や
か
な
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
で
あ
る
。
何
人
か
の
リ
ー
ダ
ー
格
を
中
心
に
、
内
部
で
さ
ら
に

(
t
)
 

幾
つ
か
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
i
の
緩
や
か
な
グ
ル
i
プ
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
各
々
の
相
互
関
係
も
唆
昧
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
全
体
に
特
徴
的
な
立
回
世

界
の
存
否
も
一
漢
と
し
て
い
る
。
個
性
の
強
い
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
は
、
必
ず
し

も
音
の
表
現
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
、
グ
ル
ー

プ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
強
く
な
い
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
た
ち
〈
ζ

の
グ

ル
ー
プ
の
場
合
、
自
称
「
ド
レ
ッ
ド
派
」
が
多
い
が
)

の
経
野
な
表
現
様
式
、
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• 日

J
E
E
S
U『
向
。
円
四
、
完
「
持
δ
蕃

(
W
M
山
可
刈
吋
ヨ
)
品
市
周
囲

¥
連
帯
(
湾
側
作
活
難
)
北
町
伊
d

パ
滞
感
咋
の
汁
」
・
「
野
S
草
作
濁
ゆ

耳
打
ハ
件
。
汁
」
川
明
S
鋤
昇
。

「貯
R
S
(
・
町
市
℃
H
史
学
δ
主
作
「
パ
一
件
は
即
日
F

J

)

主

(
m
O
円四)

δ
阿
国
市
立
計
事
ミ
」
(
心
件
。
‘
町
山
w

℃
H
δ
ふ
小
森

l
欝
滋
吊
)
世
廿

(
m
O
門
同
)
』
門
咋
n
汁
'
作
F

J

・
山
袖
判
明
骨
)
作
竺
稿
欄
泊
判
詩
。

n
s
，
目
、
一
仲
山
W
U
N

山可け
M

司
-
」
市
議
叫
・

史
4
川
』
仲

2
〉
M
y
b
凶
口
々
』
円
程
ヤ
ト
代
川
町
附
仙
用
組
AH山
駅
叫
u

「
A
U

部
隊
湿
京

広
岡
嬬
忌
抽
卿
晃
A
川
，
協
婦
仙
台
パ
F
d
h

い斗
u
q，q
a
β
h
F
J

。
品
別
薄
日
始
感

書
通
占
巾
掛
斗
向
い
惚
剛
刷
同
制
M
日
比
幽

m
r
d

。

J
『
F
O

‘
a
「
泊
め
な
知

τ」
「
仙
市
咋
A

叶
晶
印
刷
い
」
「
訴
h
m
d晶山内引」

嚇
δ
同
感
3
台
」
意
内
桝
1u，
〈
「
知
F
d

」
「
湘
「
F
d

」
「
洲
議
m

v

C

J

」

「
nδ
什
釘
F

J

」
作

τ
d汁袖判明骨。
n
s部
砂
.
知
隊
内
科
U
J
‘

• 由-・‘~ • 国

MOM-uτ
パ
・
海
副
岨
「
パ
τ
h
m
e

歌
詞
は
宗
教
性
に
富
み
、
キ
リ
ス
ト
教
讃
美
歌
に
も
繰
り
返
し
出
て
く
る

テ
1
7
と
同
じ
で
あ
る
。
目
指
す
は
シ
オ
ン
で
あ
り
、
神
は
決
し
て
信
者
を

落
と
し
め
な
い
。
乙
の
世
の
生
活
は
本
来
の
家
、
魂
の
故
郷
へ
の
旅
(
地
上

(
3
)
 

の
旅
人
の
イ
メ
ー
ジ
)
で
あ
り
、
そ
れ
は
神
が
導
く
も
の
で
あ
る
。
信
者

は
心
を
聖
く
、
身
を
低
く
し
、
知
性
を
尽
く
し
て
神
を
崇
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

神
は
王
で
も
あ
り
、
御
座
に
い
ま
し
て
乙
の
世
を
統
べ
治
め
給
う
。
乙
う
い

っ
た
テ
!
?
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
た
ち
は
シ
オ
ン
を

「
エ
チ
オ
ピ
ア
」
と
解
釈
し
、
ア
フ
リ
カ
回
帰
の
願
望
を
言
い
表
わ
す
。
そ

セ
ラ
シ
エ
と
す
り
変
え
る
。

こ
の
よ
う
に
一
見
穏
や
か
な
す
り
変
え
は
、
実
は
か
な
り
攻
撃
的
な
側
面

と
裏
腹
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
、
叫
ば
れ

あ
る
い
は
語
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
例
え
ば
「
パ
ビ
ロ
ン
を
破
門
せ
よ
(
替
市

ぜ
祐
三

a
E
E至
。
ロ
¥
)
、
「
邪
悪
に
は
邪
悪
を
」
活
令
色

町
内
三
、
「
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
/
」
、
「
稲
妻
」

(
a
E岡
Z
S
E
m・同
J

「
御
言
を
聞
き
な
が
ら
心
を
頑
な
に
す
る
者
に
禍
を
」
等
の
表
現
は
、
(
「
稲

妻
」
は
暖
昧
だ
が
)
対
象
で
あ
る
パ
ビ
ロ
ン
、
つ
ま
り
一
般
ジ
ャ
マ
イ
カ
人

や
社
会
に
向
け
て
の
警
告
で
あ
る
。
「
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
」
と
い
う
表
現
は
、
ラ

し
て
「
神
」
を
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
、

ス
タ
フ
ァ
リ
運
動
初
期
の
頃
は
、
「
白
人
や
抑
圧
ぎ
に
死
を
」
を
意
味
し
て
い

た
。
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
り

ま
た
縮
少
形
「
ピ
ン
ギ
」
と
愛
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
過
激
な
思
想
内
容

が
薄
ら
い
で
き
て
い
る
。
(
乙
の
変
化
は
、
特
に
黒
人
層
対
混
血
/
白
人
層
の

社
会
関
係
が
少
し
は
改
善
さ
れ
て
き
た
乙
と
を
も
反
映
す
る
。
)
し
か
し
現
実

の
厳
し
い
社
会
的
状
況
下
で
内
的
外
的
圧
力
に
触
発
さ
れ
、
「
平
安
」
を
乱
さ

れ
、
不
安
、
不
信
、
不
満
、
怒
り
等
を
払
拭
す
る
捌
け
口
と
し
て
「
ナ
イ
ヤ

ビ
ン
ギ
/
」
と
叫
ぶ
乙
と
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
〔
例
6
〕
の
後
半
部
分
に
は
、
雑
多
な
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
る
表

現
が
並
ん
で
い
る
。
前
後
関
係
が
一
見
唐
突
で
、
そ
乙
に
深
い
必
然
性
を
直

接
見
る
乙
と
は
で
き
な
い
が
、
渦
巻
く
深
層
心
理
か
ら
誘
引
さ
れ
、
や
や
定

型
的
で
は
あ
る
が
(
彼
ら
)
独
自
の
言
語
表
現
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
「
勝
利
」
、
、
「
原
初
の
秩
序
、
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
の
秩
序
」
、
「
地
震
」
と

- 102-



い
っ
た
表
現
も
、
各
々
日
常
的
な
意
味
以
外
に
も
拡
張
し
て
、
彼
ら
な
り
の

解
釈
を
施
し
た
意
味
世
界
を
櫨
構
成
し
て
い
る
。

「
雌
勝
利
」
は
、
「
勝
利
の
教
会
」
(
ハ
u
y
g
『
号
、
H

，
コ
ロ
ヨ
問
診
す
三
さ
と
い

う
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
程
、
重
味
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
。
乙
れ
に
は
、
キ

リ
ス
ト
の
「
玉
」
と
し
て
の
凱
旋
、
「
世
に
勝
つ
」
と
い
う
意
味
等
の
聖
書
約

イ
メ

i
ジ
に
よ
る
も
の
と
同
時
に
、
白
人
優
越
主
義
か
ら
黒
人
優
越
主
義
へ

の
転
換
、
黒
人
の
主
導
権
の
存
在
と
堅
持
、
黒
人
抑
圧
者
へ
の
勝
利
、
墜
落

し
た
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
「
再
来
の
キ
リ
ス
ト
」
ラ
ス
タ
フ
ァ
ワ
の
勝
利
、

議
パ
ビ
ロ
ン
(
ジ
ャ
マ
イ
カ
)
に
対
す
る
シ
オ
ン
(
「
エ
チ
オ
ピ
ア
ヘ
ア
フ
ワ

議
カ
〉
の
勝
利
世
帯
々
の
意
味
が
あ
る
。

ゆ
「
原
初
の
秩
序
、
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
の
秩
序
」
で
は
、
ま
ず
新
大
陸
に
お
け

げ
る
黒
人
奴
一
線
約
の
開
始
以
降
環
夜
に
笈
る
ま
で
の
全
社
会
制
度
〈
「
パ
ビ
ロ

ア
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
)
を
無
秩
序
、
カ
オ
ス
と
見
倣
し
、
そ
の
打
破
を
訴
え
る
。

フ

「
新
し
く
」
導
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
、
「
正
義
の
王
」
、
「
い
と
お
き
神
の

ヲ

ヘ

〈

7
)

戸

2
)

-U

祭
司
」
、
「
永
遠
の
祭
司
イ
エ
ス
の
愛
」
で
あ
る
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
の
永
遠

の
属
性
、
ま
た
そ
の
絶
対
性
の
秩
序
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
H

ヘ
ブ
ラ
イ
的
秩
序
を

い
っ
た
ん
否
定
し
、
新
し
い
秩
序
の
構
成
を
意
密
し
た
イ
エ
ス
を
全
く
認
め

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ラ
ス
タ
ブ
ァ
ワ
ア
ン
が
最
も
惹
か
れ
使
用
す
る
の

は
「
創
造
の
秩
序
」
で
あ
り
、
創
世
記
の
イ
メ
i
ジ
で
あ
る
。
そ
し
て
「
療

入

9
)

初
」
は
「
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ
」
と
結
び
つ
き
‘
新
し
き
天
地
創
造
の

地
、
千
年
王
患
は
、
入
額
始
援
の
地
H
エ
チ
オ
ピ
ア
H
ア
フ
リ
カ
と
規
定
す

る
思
想
と
繋
が
る
。

「
地
震
」
は
「
稲
妻
」
問
様
、
人
間
に
怠
然
界
の
不
思
議
、
畏
れ
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
が
、
自
然
界
の
創
造
神
を
や
は
り
ラ
ス
タ
7

7
リ
と
結
び
つ

け
、
神
の
存
在
と
何
ら
か
の
意
志
伝
達
を
知
ら
し
め
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
「
自
然
の
秩
序
」
の
意
義
や
重
要
性
を
訴
え
、
そ
の
自
由
な
解
釈
を

も
っ
て
「
人
聞
の
本
性
」
を
説
明
す
る
有
力
な
証
拠
と
す
る
。
彼
ら
の
確
信

と
自
負
心
は
、
「
パ
ビ
ロ
ン
」
に
対
す
る
警
告
を
発
す
る
ま
で
に
も
至
る
の
で

あ
る
。
山
認
可
伯
仲
民
間
N
2
m
u
t
o
ロ
O
同

m
g
g
p門
戸
(
夜
間
N河
)

乙
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
の
創
始
者
で
あ
り
熟
成
者
で
あ

(
謁
)

っ
た
放
カ
ウ
ン
ト
・
オ
シ
1

〈の

o
c乱
。
加
担
M
S
を
核
に
形
成
窃
れ
た
。
当

ω

初
よ
り
共
に
労
し
た
古
株
の
メ
ン
バ
ー
や
著
名
な
音
楽
家
(
主
に
管
楽
器
演

3

、2
1

J

n

U

奏
家
、
?
デ
ィ
ネ
i
タ
1

〉
セ
ド
リ
ッ
ク
・
ブ
ル
ッ
ク
ル
〈

naコ
n

∞円。
o
r
c

↓

も
加
わ
っ
て
い
た
乙
と
も
あ
り
、
音
楽
的
な
開
花
を
遂
げ
た
。
彼
ら
の
グ
ラ

ウ
ネ
イ
シ
羽
ン
は
、
、
グ
ル
ー
プ
独
自
の
音
楽
の
創
作
の
場
で
も
あ
る
。
讃
美

歌
や
民
謡
、
ラ
ジ
オ
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
接
し
た
海
外
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
も
倦
用
、
変
形
し
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
と
し
て
展
開
測
さ
せ

る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
特
定
偲
入
の
作
で
は
な
く
、
グ

ル
ー
プ
全
員
の
貢
献
に
よ
る
も
の
、
と
彼
ら
は
強
調
す
る
。
そ
乙
に
は
個
人

の
名
答
欲
な
ど
無
意
味
で
、
個
人
を
繋
ぎ
傍
人
を
超
え
て
グ
ル
ー
プ
の
存
在

を
意
識
さ
せ
る
協
調
性
、
寛
容
性
が
見
ら
れ
る
。

グ
ル
!
プ
「
C
・
オ
シ
i
と
M
R
R」
の
存
在
は
、
音
楽
界
で
注
目
を
集

め
始
め
た
五

O
弘
一
切
ち
知
ら
れ
始
め
、
名
声
を
博
す
る
ま
で
に
至
る
。
そ



れ
は
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
音
楽
を
生
み
出
す
場
の
み
な
ら
ず
、
練
習
・
熟

成
・
洗
練
の
場
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
時
間
的
制
限
を
設
け
ず
、
気

の
向
く
ま
ま
音
を
出
し
、
確
か
め
、
楽
し
む
乙
と
が
、
彼
ら
の
音
楽
的
感
性

(
日
)

を
磨
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
洗
練
度
の
高
い
曲
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

(

H

)

t

 

レ
コ
ー
ド
を
通
し
、
ま
た
そ
れ
ら
カ
ラ
ジ
オ
番
組
を
通
し
て
、
多
く
の
人
々

に
聴
か
れ
て
き
た
。

〔
き
斗
〕

桝
封
殺

.、
トd -句z qqg 
() <"町

田市由

p:>許白
ロ 0 ロ
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ぞー ロ ドー

ミ己 9
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e司ーロ圃
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司
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トd
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、J

ロ
ヨ
曲
目
白
血
乱
0
5
n
O
B田

-
こ
『
田
仲
田
件
。
『
門
山

B
H
8
5巾

d
M
M
w
q
H
一
司
四
曲
口
市
岱
ロ
円
山
}
。
〈
冊

ー
い
¥
出
い
¥
一

-
-
1自
宅

U
F

一

〈

〉

八

〉

一

]

由

陪

〈

m

H

O

r
句
。
白
円
。
陪
ロ
〔
同
日
O
〈叩

可

o
z

，n
n
n汁
舟

)
M
3
'
制
阿
昏
併
合
パ
「
J

向いな

ω

コド
E
n汁
川

)

川

附

汁
桝
M
サ
『
『

N
R
測
が
。

最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
/
ン
・
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
に
も
比
較
的
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
曲
に
、
「
平
和
と
愛
」
〔例

7
〕(
施
律
は
先
号
〔
楽
譜
4
〕
)
が
あ
る
。

そ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
と
と
は
、
社
会
に
現
存
す
る
平
和
と
愛
の
欠
如
で
あ
る
。
ヴ

ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
社
会
で
支
配
的
に
見
ら
れ
る
母
親
中
心
的
(
ヨ
巳
コ

F
2
3

家
族
構
造
を
反
映
し
て
い
る
。
父
親
不
在
の
大
き
な
社
会
問
題
に
対
し
て
、

平
和
と
愛
と
い
う
最
も
普
遍
的
な
価
値
と
同
様
、
聖
書
を
借
り
て
「
夫
」
の

責
任
と
父
親
の
権
威
の
回
復
を
訴
え
る
。
平
和
と
愛
は
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
運
動

の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

〔
き
∞

〕

z
c
E
m
Z
Z
(
冨
?
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N
F
Oロ
(

円
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寸
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円
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山
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】
荷
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印
H
J
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同
血
-
。

--5白
}
回
答
申
『
由
尻
ロ

0
3
m
y
H
5
2
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)
苫
界
内
H
.
u可

q

H

|

℃
凶
て

( 

〉
一
料
輸
防
「

R
A
M
d
パ
帥
則
合
台
小
州
泊

J

川
慈
江
戸
]
印
刷
〕
作
滞
剛

〔例

8
〕
は
聖
書
的
イ
メ
ー
ジ
(
黙
示
録
二
二
章
五
節
)
を
土
台
に
、

ス
タ
フ
ァ
リ
思
想
が
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
を
一
不
す
。
い
わ
ゆ
る
キ
リ
ス

ト
教
(
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
が
好
ん
で
用
い
る
表
現
で
も
あ
る
)
と
は
一

線
を
引
い
て
い
る
乙
と
を
、
例
え
ば
先
号
で
見
た
例
と
同
様
、

「
ア
レ
ル
ジ
ャ

l
h
「
ラ
ス
タ
フ
ァ
ラ
イ
」、
「
ア
イ
・
ア
ン
・
ア
イ
」
の
使
用
で
明
示
す
る
。

〔例
9
〕

〈

7 

「
シ
オ
ン
(
の
山
)
」
は
「
エ
チ
オ
ピ
ア
」
を
意
味
す
る
。

は
そ
れ



を
強
調
し
た
歌
で
あ
る
。

〔
澄
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J

子
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同
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器
S
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。

目
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4
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u
q
湖
町
制
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叶
一
件

n
汁
ハ
沼
通
悦

a
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，N
5
ロコ
δ
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二
件
縁
組
仙
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州
掴
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-
D
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印~
ロロ
ロ
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〉
関
向
洋

H
O
N
-
o
コ
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M 

0.. 

陪
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料
、コロ
c 白
守+ド】

3ョ
ー_.
∞口
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J
1
0

ロ

口市

σ白

omw円
ロ
曲
]

げ
防
〈
司

-FO
町
一
戸
印
可

σ
m
Y
H
D
J

ロ
ロ
ロ，dq

H
仏
、

H
t司
肝
同
町

4
5宮、
H
B
E仏

〔
ヨ
ニ
〕

目
白
『
O
C
門
口
同
日
市
電
司
王
由
ロ
吾
∞

2

5
』
匝

Y
H
L曲
目
σ
、
由
回
o
o
r
o『

(
附
州
市
古

-
H
Y円

g
g
g
m
)

「
H
『
叩

〈
〈
己
}
『

C
E
即日
r
u
、C
戸
円
問
。
-
片
付

y
o
ρ
ロ
O田
-
5
0
2
4

-
白
河
O
Z
吋
ロ
即
日
司
君
ユ
号
由
ロ
吾
白

2
4

ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
運
動
が
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
派
の
伝
統
か
ら
生

ま
れ
(
先
々
号
参
照
)
、
ま
た
音
楽
面
で
の
借
用
も
多
か
っ
た
乙
と
も
、
乙
れ

ま
で
の
若
干
の
説
明
で
明
ら
か
に
な

っ
た
乙
と
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
音
楽

的
に
独
自
性
を
発
揮
す
る
M
R
R
に
お
い
て
も
継
承
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る

乙
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
〔
例
8
〕
や
若
干

〔例
9
〕
か
ら
も
影
響
を
見

て
と
れ
る
が
、
〔
例
印
〕
〔
例
日
〕
は
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。
キ
l

・
ワ
1
ド

の
変
換
で
全
体
の
色
合
い
を
変
え
る
方
法
で
あ
る
。
〔
例

ω〕
の
「
シ
オ
ン
L

は

一

冗

は

「

天

国

」

の

「

子

羊

の

」

の

前

に

「

ジ

ャ

l
」
を

で
あ
る
。

〔
例
日
〕
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置
く
乙
と
に
よ
り
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
l
シ
ョ

ン
は
塗
り
変
え
ら
れ

る。〔苛」
]
M〕

ω

o

Z
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問
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即
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H
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自
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印
円
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H
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r
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H
H
Z
P
Z
g
z
E
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戸
白
日
叩

3
ニ
耳
目
、
H

江

3
0

3
目，
F
‘H
H可内
w
u
Z
〕
『
印
〈
ぴ

u
B
m
y
H
)
"
出
g
g
(
H
H
H
m
w
ロ)

f
一
己
忠
弘
印
y
n
E
E円
S
、
n
「
℃
守

1
8ポ
鷲
」
H
「
賀
、
け主
」
吋
に
」

4

仏
印
町
、

H
F
]申
}

】

O
〈
い

hwy

-H
リ刊山
wet
山v
・刈
、《吋
U
N斗
市
中

f
t
rと
に

Hm叫
g
m
3・
5
R
F
E
E
E

二
可
申
恒
戸
旬
、

J
]
o
m
E
ロN
申

〔
例
ロ
〕
(
旋
律
は
先
号

〔楽
譜
6
〕
〉
も
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
機
性

を
示
す
。
挿
入
部
分
の
い
わ
ゆ
る
掛
け
合
い
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
前
後

の
歌
詞
と
応
答
関
係
に
あ
る
。
基
本
旋
律
の
繰
り
返
し
の
中
で
、
回
を
追
う

ご
と
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
増
す
が
、
そ
れ
は
リ
ズ
ム
に
も
言

語
表
現
に
も
表
わ
れ
る
。
奴
隷
制
開
始
以
来
の
長
い
期
晶
、
支
配
者
と
い
う

敵
に
固
ま
れ
、
暴
虐
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
乙
と
を
歌
う
。
数
H
パ
ピ
ロ
ン

H
金
持
ち
は
、
ラ
ス
タ
(
フ
ア
リ
ア
ン

)
Hナ
テ
ィ
・
ド
レ
ッ
ド

H
ジ
ャ
l
の

子
ら
を
擦
え
、
出
引
き
ず
り
回
し
、
銃
剣
を
か
ざ
し
て
支
配
と
暴
利
を
貧
り
、

あ
る
い
は
建
替
の
真
理
そ
隠
蔽
し
欽
定
訳
の
み
を
正
統
と
し
て
き
た
。
ラ
ス

タ
フ
ァ
リ
は
呼
ん
で
い
る
。
故
郷
シ
オ
ン

H
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
帰
り
た
い
。
聖

な
る
知
恵
の
草
ガ
ン
ジ
ャ
も
解
放
せ
よ

:
i
。
乙
乙
で
は
「
げ
に
長
き
間
」

と
「
今
し
」
を
対
比
さ
せ
、
常
に
歴
史
的
現
在
を
座
標
紬
の
一
つ
と
し
て
持

つ
世
界
観
を
提
出
し
て
い
る
。

五
、
ナ
イ
ヤ
ピ
ギ
音
楽
の
機
能
的
側
面

ー
象
徴
と
そ
の
書
思
議
を
め
ぐ
っ
て
の
一
考
察
i

問
題

乙
乙
で
は
楽
器

2
5、
リ
ズ
ム
、
旋
律
、
歌
詞
、
そ
し
て
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ

ヨ
ン
に
つ
い
て
、
象
徴
と
機
能
に
焦
点
を
当
て
て
そ
の
意
義
を
若
手
考
察
し

た
い
。
重
点
を
置
く
の
は
、

「原
義
的
」
意
味
パ
エ
ミ
ッ
タ
)
で
あ
る
。

と
乙
ろ
で
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
音
楽
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
専
門
家
と
非
専

門
家
の
二
分
が
困
難
な
程
、
専
門
分
化
は
発
達
し
て
は
い
な
い
。
知
識
の
量

と
質
は
、
当
然
な
が
ら
個
人
差
と
、
グ
ル
ー
プ
(
帰
属
し
て
い
れ
ば
〉
の
特
徴
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(
田
町

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
オ
シ
1

は
名
実
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
内
の
み
な
ら

ず
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
音
楽
全
体
を
代
表
す
る
専
門
家
と
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

(
目
)

彼
の
没
後
、
匹
敵
す
る
よ
う
な
人
物
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
各
グ

ル
ー
プ
内
に
独
自
の
音
楽
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
る
擬
似
専
門
家
と
も
呼
べ

る
者
は
、
複
数
存
在
す
る
。
擬
似
専
門
家
の
位
置
を
見
る
に
は
、
〔
図
表
2
〕

の
分
類
が
参
考
と
な
ろ
う
。
ド
ラ
ム
奏
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
ほ
ぼ
そ
れ
に
当

【
叩
ω
}

た
る
で
あ
ろ
う
。

品

A

l

l

酌

ハ

ハ

川

町

A

U

H

者

)

者

〕

奏
2

器

表

楽

図

非楽器奏者(歌.手拍子、踊り ) 

』女(歌、手拍子、踊りー)

低L、乏しし、低い

技術知識威信

乙
の
二
分
法
分
類
の
規
準
は
、
楽
器
を
演
奏
す
る
/
で
き
る
か
否
か
、
ド

ラ
ム
奏
者
か
否
か
、
そ
し
て
フ
ン
デ
の
み
か
ベ

l
ス
や
リ
ピ
ー
タ
l
の
専
門

的
地
位
が
あ
る
か
否
か
で
見
る
。
一
般
的
に
は
技
術
、
知
識
双
方
に
お
い
て
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
頂
点
と
し
て
段
階
的
に
高
度
あ
る
い
は
豊
富
に
な
る
。
楽
器

奏
者
の
こ
れ
ら
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
地
位
(
彼
ら
は
「
平
等
」
を
主
張
す
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
否
定
す
る
で
あ
ろ
う
)
は
、
生
得
的
で
な
く
事
後
的
に

達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
流
動
性
は
あ
る
が
、
獲
得
し
た
地
位
は
ほ
ぼ
固
定

さ
れ
る
。
概
し
て
長
老
格
、
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
ー
格
、
音
楽
的
技
術
に
長

け
た
者
、
利
発
な
者
、
知
識
欲
旺
盛
な
者
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
追
求
・
検

証
に
熱
心
な
者
た
ち
は
知
識
量
も
豊
富
で
、
そ
れ
な
り
の
尊
敬
を
集
め
る
。

威
信
も
、
リ
ピ
ー
タ
l
奏
者
に
近
つ
く
程
高
く
な
る
。

2

楽
器
及
び
楽
器
音
と
リ
ズ
ム

楽
器
(
音
)
と
そ
の
リ
ズ
ム
で
、
原
義
的
意
味
が
最
も
豊
富
な
の
は
ド
ラ

ム
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ド
ラ
ム
の
重
要
性
は
男
女
を
問
わ
ず
、
ま
た
擬
似
専

門
家
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
ア
フ
リ
カ
/
エ
チ
オ
ピ

108 

ア
(
の
ご
と
言
っ
て
ア
フ
リ
カ
/
エ
チ
オ
ピ
ア
起
源
か
ら
ア
フ
リ
カ
や
エ
チ

オ
ピ
ア
そ
の
も
の
ま
で
を
意
味
し
た
り
「
黒
人
の
ル
|
ツ
」
、
あ
る
い
は
「
(
創

造
の
)
原
初
の
」
か
ら
「
ダ
ビ
テ
が
奏
し
た
」
楽
器
等
々
と
ま
で
説
明
さ
れ

る
。
大
別
す
る
と
、
ア
フ
リ
カ
/
エ
チ
オ
ピ
ア
起
源
、
黒
人
起
源
、
聖
書
起

源
に
集
約
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
総
体
は
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
意
味
す
る
。
彼
ら
の
認
識
体
系
の
中
で
は
、
聖
書
記
事
の

中
心
に
ア
フ
リ
カ
/
エ
チ
オ
ピ
ア
、
黒
人
が
置
か
れ
、
矛
盾
な
く
統
合
さ



れ
て
い
る
。

ラスタフアリアンの讃美歌

ド
ラ
ム
は
、
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
は
奏
者
が
円
形
(
先
号
[
図
4
〕
参
照
)

に
な
る
か
目
立
つ
所
に
配
置
さ
れ
る
。
礼
拝
形
式
や
内
容
が
正
統
派
キ
リ
ス

ト
教
に
酷
似
し
て
い
る

E
O
C
や
E
I
C
で
も
、
楽
器
の
位
置
は
前
方
で
「
聖

所
」
に
近
く
な
る
。
ド
ラ
ム
無
し
に
は
「
ヒ
ン
ギ
讃
詠
」
は
始
ま
ら
な
い
。

一
幽
を
通
じ
て
リ
ー
ド
し
、
終
わ
り
を
決
め
、
次
の
場
へ
の
移
行
も
導
く
。

楽
器
が
少
な
く
て
も
、
立
回
一
が
呑
ま
れ
る
乙
と
は
稀
で
あ
る
。
常
に
見
、
聴
か
.

れ
る
。
ド
ラ
ム
の
み
の
華
麗
な
音
の
饗
宴
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
き
、
む
し

ろ
人
声
は
あ
た
か
も
異
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
後
退
す
る
。
掛
け
声
は
即
興

的
、
半
意
識
的
応
答
で
、
楽
器
と
奏
者
に
刺
激
を
増
し
加
え
る
。
ド
ラ
ム
は

ま
さ
に
中
心
的
存
在
で
あ
る
。

ま
た
ド
ラ
ム
叩
き
は
よ
り
実
際
的
な
意
義
を
持
つ
乙
と
も
あ
る
。

v・
レ
コ
ー

ド
は
、
欲
求
不
満
や
悪
感
情
の
捌
け
口
と
な
り
、
新
た
な
活
力
を
与
え
る
役

割
、
軽
度
の
身
体
的
不
快
(
頭
痛
、
熱
、
悪
感
)
の
解
消
機
能
も
、

M
R
R

、(
n
u

の
「
兄
弟
」
か
ら
聴
き
取
っ
て
し
る
身
体
運
動
に
よ
る
効
果
と
結
び
つ
い

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
発
散
効
果
は
実
は
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
日
頃
修
積
さ
れ
る
「
抑
圧
状
態
」
が
暴

力
の
温
床
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
否
定
的
な
力
は
ド
ラ
ム
、
ひ
い

て
は
音
楽
と
宗
教
に
向
け
ら
れ
た
と
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
ア
フ
リ
カ
」
が
強
調
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
ア
フ
リ
'

カ
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
豊
か
な
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
乙
乙
で
は
失
わ
れ
て
い
る
o

ド
ラ
ム
で
さ
え
そ
の
部
位
に
ま
で
、
祖
先
か
ら
継
承
さ
れ
た
入
念
な
象
徴
的

意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
製
作
行
程
、
材
料
に
つ
い

て
の
規
制
や
タ
ブ
l
等
も
、
特
に
発
達
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し

立
日
の
生
成
に
関
わ
る
要
所
の
皮
膜
(
ヘ
ッ
ド
)
に
は
、
若
円
十
の
説
明
が
あ
る
。

ベ
l
ス
に
は
多
く
の
場
合
、
牛
皮
や
羊
皮
が
そ
の
低
音
性
を
理
由
に
使
用
さ

れ
る
。
オ
シ
l
の
説
明
に
よ
る
と
、
雄
山
羊
皮
が
最
良
で
あ
る
。
そ
れ
は
雄

山
羊
が
雌
山
学
よ
り
も
お
と
な
し
く
、
鳴
き
声
も
低
い
か
ら
と
い
う
。
フ
ソ

デ
に
も
雄
山
羊
皮
が
使
わ
れ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
は
ベ

l
ス
と
逆
の
理
由
に
よ

(η
」

り
、
雌
山
羊
皮
を
最
高
と
す
る
。
そ
の
他
雌
山
羊
皮
の
柔
ら
か
さ
と
滑
ら
か

さ
が
繊
細
な
音
を
生
む
、
と
い
う
説
明
も
あ
る
。
(
し
か
し
こ
れ
ら
か
ら
ド

ラ
ム
(
音
)
の
総
体
が
男
女
の
結
合
を
意
味
す
る
、
と
い
っ
た
解
釈
は
必
ず

し
も
聞
か
な
か
っ
た
。
)

楽
器
演
奏
及
び
楽
器
立
日
が

「語
り
合
い
」、つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
役
割
り
を
果
た
す
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
の
解
釈
は
当

事
者
に
と
っ
て
も

「不
明
」
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
混
乱
し
て
い
る
。
そ

れ
は
ト
l
キ
ン
グ
・
ド
ラ
ム
の

「言
葉
」
と
は
、
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
る

「
兄
弟
」
た
ち
の
説
明
に
よ
る
と
、
楽
器
(
ド
ラ
ム
〉
音
と
リ
ズ
ム
の
総
体

「
リ
テ
ィ
ム
」
(
=
河

E
H
5
3
)
は
「
ル

l
ツ
」
で
あ
り
、
「
男
性
的
」
で
あ
り

「
自
然
」
で
あ
る
。
特
に
フ
ン
デ
そ
の
他
に
よ
る
二
拍
子
音
は
「
心
音
し
を

意
味
し
、
敷
街
し
て
「
人
間
の
生
命
」
、
「
セ
ラ
シ
エ
の
鼓
動
」
、
「
神
ジ
ャ

i
の

存
在
」
の
象
徴
と
な
る
。
彼
ら
が
強
調
す
る
の
は

「
リ
デ
ィ
ム

」
の
人
類
普
遍

に
訴
え
る
と
乙
ろ
の
線
源
性
で
あ
る
。

ま
た
西
ア
フ
リ
カ
で
部
分
的
に
見
ら
れ
る
ド
ラ
ム
の
聖
化
は
、
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ア
リ
ア
ン
の
問
で
は
必
ず
し
も
一
般
的
で
な
い
。

E
I
C
と
神
権
政
治
グ
ル

(
目
)

l
プ
の
一
部
で
は
ド
ラ
ム
の
聖
性
を
強
調
す
る
よ
う
だ
が
、
聖
な
る
時
と
場

に
お
け
る
媒
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
方
が
多
い
。

と
こ
ろ
で
ド
ラ
ム
の
中
心
(
生
命
線
)
フ
ン
デ
か
ら
も
(
雄
山
羊
皮
、
低

音
)
、
「
リ
デ
ィ
ム
」
か
ら
も
(
セ
ラ
シ
エ
リ
男
性
神
)
、
男
性
原
町
が
中
心
的

に
存
在
す
る
乙
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
楽
器
作
製
か
ら
演
奏
に
至
る
ま
で
、

通
常
そ
の
担
い
手
に
女
性
を
含
ま
ず
、
か
つ
そ
れ
を
一
種
の
規
範
に
し
て
い

る
と
い
う
意
味
で
、
男
性
原
田
町
の
優
越
が
見
ら
れ
る
。
技
術
、
知
識
、
精
神

(
剖
)

の
伝
伎
や
宵
得
は
、
男
系
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
。
特
に
演
奏
(
公
的
場
)
に

(
E
)
 

お
け
る
女
性
の
参
加
は
、
ほ
と
ん
ど
タ
ブ
1

視
さ
れ
て
い
る
。
女
性
は
聴
き

見
、
動
き
の
激
し
く
な
い
踊
り
で
反
応
し
、
前
面
に
登
場
し
な
い
。
女
性
は

主
役
に
な
れ
ず
、
な
ら
な
い
。
(
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
る
よ
う
な
雰
凶
気
さ
え

あ
る
。
)

乙
の
男
性
主
導
の
秩
序
は
、
男
性
の
み
な
ら
ず
女
性
に
も
一
種
の
納
得
と

満
足
感
を
与
え
、
そ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
者
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
青
に

お
け
る
女
性
の
受
動
性
、
消
極
性
は
、
創
出
さ
れ
た
小
世
界
で
の
男
性
の
積

極
性
、
優
位
性
を
際
立
た
せ
る
。

ζ
れ
が
男
性
の
存
在
意
義
を
高
め
る
乙
と

も
明
ら
か
で
あ
る
。

乙
の
男
性
同
服
用
は
元
来
、
聖
書
に
由
来
す
る
と
恩
わ
れ
る
。
ま
た
ラ
ス
タ

フ
ァ
リ
運
動
の
大
多
数
を
占
め
る
男
性
の
、
事
実
上
(
数
字
の
上
で
)
の
優

勢
も
基
盤
と
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
乙
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
別
の
局
面
で

女
性
原
理
の
優
越
が
存
庇
す
る
乙
と
で
あ
る
。
前
に
も
触
れ
た
女
性
中
心
の

家
族
構
造
(
日
三
門
戸
町
0
2
2
H
ち
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
(
ラ
ス
タ
フ
ア

リ
運
動
の
母
体
と
な
っ
た
)
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
派
の
諸
集
会
で

(
置
)

も
、
女
性
が
過
半
数
を
越
す
こ
と
が
多
い
。
リ
ー
ダ
ー
格
に
も
女
性
は
見
ら

れ
る
。
一
夫
一
婦
(
妻
)
制
あ
る
い
は
核
家
族
制
度
を
理
想
型
と
し
な
が
ら

も
戸
現
実
に
は
そ
れ
ら
の
不
安
定
ま
た
は
崩
填
の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
「
パ

ヒ
ロ
ン
」
社
会
の
中
で
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
た
ち
は
対
抗
意
識
を
も
っ
て

男
性
原
町
を
今
一
度
唱
え
る
。
そ
し
て
聖
書
の
権
威
を
借
り
て
、
「
正
統
」

で
「
自
然
」
な
秩
序
の
回
復
を
訴
え
る
の
で
あ
る
。

と
ζ

ろ
で
「
自
然
」
主
義
は
、
ま
さ
に
彼
ら
が
使
用
す
る
楽
器
の
ほ
と
ん

ど
が
、
自
然
物
の
一
部
(
木
の
幹
、
枝
、
さ
や
、
種
子
、
ひ
ょ
う
た
ん
、
小

110一

石
、
動
物
の
皮
革
等
)
で
賄
わ
れ
て
き
た
と
乙
ろ
に
も
、
由
来
す
る
。

「
神
」
の
創
造
に
よ
る
自
然
に
依
存
し
、
恩
恵
を
受
け
、
感
謝
す
る
。
自
給

自
足
を
「
原
初
」
的
形
態
と
し
、
理
想
化
す
る
。
自
然
(
界
)
自
体
を
神
聖

化
す
る
説
明
は
少
£
い
が
、
そ
の
一
部
と
し
て
の
人
間
と
そ
の
身
体
を
神
聖

，
J
U
)
 

視
す
る
と
と
も
多
い
。

楽
器
は
材
料
の
取
捨
選
択
か
ら
最
後
の
仕
上
げ
ま
で
、
人
の
手
に
よ
っ
て

為
さ
れ
る
。
楽
器
を
介
し
て
手
で
創
り
出
さ
れ
る
音
と
リ
ズ
ム
は
、
究
極
の

創
造
主
(
神
)
へ
の
感
謝
、
讃
美
で
あ
る
。
楽
器
に
限
ら
ず
、
「
自
然
」
に
重

婆
な
意
義
を
付
与
す
る
彼
ら
の
自
然
主
義
は
、
之
し
い
物
質
生
活
を
受
容

し
、
(
自
給
自
足
が
可
能
な
限
り
)
む
し
ろ
そ
れ
を
良
し
と
さ
せ
る
機
能
も
持

つ
。
ま
た
こ
れ
は
、
所
与
の
環
境
を
再
評
価
さ
せ
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
に
よ
る
環
境
へ
の
適
応
の
一
形
態
で
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
ゆ
と



ラスタフアリアンの讃美歌

り
は
精
神

l
情
緒
活
動
を
活
発
化
し
、
そ
れ
は
豊
か
さ
を
も
示
す
。
彼
ら
の

創
造
活
動
は
、
所
与
の
環
境
を
自
在
に
採
り
込
ん
で
の
も
の
で
あ
る
。
楽
器

及
び
生
み
出
さ
れ
る
音
と
リ
ズ
ム
と
は
、
自
然
と
の
対
崎
で
は
な
く
、
協
調
、

調
和
の
所
産
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

3

鐘
律
と
歌
澗

1
歓

1

こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
楽
器
音
と
リ
ズ
ム
の
組
合
せ
は
、
セ
ッ
ト
(
「
リ

デ
ィ
ム
」
)
と
し
て
も
ま
た
象
徴
と
な
る
。
ほ
ほ
問
機
の
図
式
が
歌
に
も
成
立

す
る
。
五
段
、
媒
介
、
記
号
と
し
て
の
綻
律
と
言
語
(
歌
詞
)
が
結
合
し
、

表
現
体
(
セ
ッ
ト
)
と
し
て
の
歌
と
な
る
。
音
楽
的
象
徴
で
は
最
も
意
味
論

的
側
面
が
強
い
。
乙
乙
で
は
象
徴
的
意
味
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
べ
き

若
干
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
い
。

第
一
は
宗
教
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
乙
れ
ま
で
の
歌
詞
が
如
実
に
示
す
よ

う
に
、
「
讃
詠
」
に
は
宗
教
的
キ
1
・
タ
l
ム
が
満
ち
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
/

エ
チ
オ
ピ
ア
帰
還
の
希
望
及
び
権
利
の
主
張
、
奴
隷
制
の
悪
の
告
発
、
ま
た

道
徳
的
高
揚
、
普
遍
的
人
道
主
義
の
提
唱
と
い

っ
た
内
容
も
、
実
は
聖
書

用
語
で
包
ま
れ
、
聖
書
の
知
識
無
し
に
は
歌
詞
の
象
徴
的
意
味
も
、
本
質
も

把
握
で
き
な
い
。
歌
詞
を
通
し
て
の
信
仰
告
白
、
希
望
(
願
望
)
や
期
待
の

表
明
と
理
想
化
は
、
歌
う
行
為
に
よ
っ
て
主
体
化
さ
れ
、
ラ
ス
タ
フ
T

リ
ア

ン
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
確
認
、
強
化
さ
れ
る
。

乙
の
宗
教
性
は
、
信
者
の
歌
と
い
う
共
有
性
と
結
び
つ
く
。
ほ
と
ん
ど
常

に
集
合
体
と
し
て
歌
わ
れ
否
。
基
本
形
も
単
純
な
も
の
が
多
く
、
共
有
さ
れ

易
い
構
造
で
あ
る
。
た
だ
し
、
複
雑
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
の
は
、

立
日
感
に
鋭
く
妓
術
的
に
秀
で
た
者
た
ち
が
中
心
と
な
る
。
甘
括
本
形
と
、
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
相
互
作
用
と
均
衡
関
係
を
聞
き
、
歌
い
楽
し
む
こ
と
も
で
き

る
。
同
じ
歌
を
同
時
に
歌
う
乙
と
の
み
で
、
同
じ
意
味
と
感
情
移
入
の
共
有

を
期
待
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
調
和
、
一
致
の
精
神
が
無
け
れ
ば
合
唱

と
は
な
ら
ず
、
宗
教
歌
で
は
特
に
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

第
二
点
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
つ
い
て
で
あ
る
。
彼
ら

ρ
聖
書
主

義
は
、
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
と
対
峠
す
る
。
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
運
動

に
は
、
聖
書
記
事
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
教
え
、
ま
た
規
制
す
る
内
部
の

制
度
は
、
グ
ル
ー
プ
の
範
囲
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。
徹
底
し
た
聖
書
依

存
と
祈
り
に
よ
り
、
独
自
の
解
釈
を
す
る
。

「回
心
」
で
は
な
く

「啓
示
」

に
よ
り
「
生
得
の
観
念
」
を
知
り
、
ラ
ス
タ
フ
7

リ
ア
ン
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
す
る
。
夢
や
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
個
人
の
自
由
裁
量
が
、
む

し
ろ
重
視
さ
れ
る
。
解
釈
は

「談
合
L
K
よ
り
確
認
、
強
化
さ
れ
る
。
そ
し

て
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
を
「
反
キ
リ
ス
ト
」、
「
に
せ
キ
リ
ス
ト
」
派
と
見
倣

し
、
解
釈
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
聖
書
の
真
阻
止
を
曲
げ
て
教
え
て
き
た

と
非
難
す
る
の
で
あ
る
(
先
号

〔仇
l
〕、
本
号

(例
6
〕
(
例
ロ
〕
)
。

し
か
し
乙
れ
ら
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
部
K
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
聖
書
の
み
が
信
仰
の
原
点
で
あ
り
原
典
で
あ
る
。
神
と
個
人
の
聞
に
救

世
主
以
外
の
権
威
(
教
皇
〔庁
〕
〉
を
置
か
な
い
。
個
人
主
義
と
体
験
主
義
の

重
視
。
形
骸
化
し
た
と
見
倣
す
在
来
の
秩
序
/
信
仰
体
系
へ
の
批
判
・
挑
戦

の
重
要
な
一
形
態
と
し
て
の
分
離
。
新
し
い
解
釈
に
則

っ
た
意
味
、
信
仰
体

系
。
秩
序
の
再
構
築
:
:
:
。



〔楽2)

(x(x(x鼓カ今真正王手生赤アナラ光主主〈シシエ王ジ
;勝ナ愛初 iし理義手口命 e イテス 命tJ、ォオチなヤ
:利イのリ 金・イタの〉ンンオる l
ヤ秩，---. ，....，.ア・(害学のピジ、
どf'fガ 策ンドマ 山アエラ
ン、ン )・レン サス

ギメジ ・アッ可 紋スタ
ノレヤ 総イド J 郷、フ
キ) 色 ~4" ，，-....皇ア
ゼ (手 家帝ラ
ナ U】 寸

.ク 組閣'-v叩Iif '-
の 合? しセ
秩 せ八 いラ
f'f '-' '--v-' 王シ

エ

ア
イ
'-v-' 

ド
ラ
ム

〈
打
楽
器
)

グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン

。
は
対
と
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
が
な
い
。
敷
街
し

て
考
え
出
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
明
示

し
な
い
。

『
〔
(
キ
リ
ス
ト
教
の
)
イ
エ
ス
・
キ
ワ
ス
ト
〕

戸
〔
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
〕
(
ジ
ャ
マ
イ
カ
首
相
〕
(
〔
総
督
〕
)

』
「
パ
ピ
ロ
ン
〔
ジ
ャ
マ
イ
カ
〕

向
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン

払
川
戸
谷
(
死
の
陰
の
谷
)

(狼〕
欽
定
訳
聖
書

夜
円
金
持
ち
〔
白
人
〕
〔
抑
正
者
〕

~
〔
禿
げ
〕

2
円
奴
ら
、
敵

米
(
赤
・
揖
同
・
自
の
組
合
せ
)

死銃罪、

違
反
、

国特悪、

出
向
欲
的
な
心

つ三2げ
F J iζ 
ビム附
ロそで
ンの E
.他鰯
シの
ス強
テい
ムア
ズノレ
滋コ
乱!
、-'Jv 
飲
料

〔
ギ
タ
l
〕
〈
特
に
エ
レ
キ
・
ギ
タ
!
〉

〈
弦
楽
器
、
伊
管
楽
器
、
鍵
盤
楽
器
〉

- 112-

宙
利
詩
篇
二
三
章
西
節

e
L
吋
渓
間
信
仰
の
オ
ピ
ア
や
パ
〈
ポ
)
コ
マ
ニ
ア
、
ア
フ

リ
カ
ン
・
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
箆
邸
目
シ
オ
ン
教
会
世
帯
の
リ
ヴ
ァ

イ
ヴ
ァ
ル
・
シ
オ
ン
派
〈
ブ
ラ
ッ
ク
・
ヲ
ヴ

7
4
.ヴ
ァ
ル
派
〉

で
使
出
所
さ
れ
る
色
の
象
徴
体
系
。

た
だ
し
、
「
然
い
と
「
内
ロ
」
は
綬
叫
怖
さ
を
含
み
、

ク
ス
ト
に
よ
っ
て
異
な
る
多
義
性
を
も
っ
。

コ
ン
ψ

ア



つ
ま
り
、
彼
ら
が
非
難
、
否
定
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
(
特
に
ロ
1
7
・
カ

ト
リ
ッ
ク
が
敵
意
の
対
象
で
あ
る
が
そ
の
)
特
徴
を
、
計
ら
ず
も
自
ら
の
う

ち
に
取
り
込
ん
で
い
る
、
と
い
う
自
己
纏
着
が
見
ら
れ
る
。
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ

運
動
を
、
キ
リ
ス
ト
教
の
再
活
生
化

(
2
5
S
]
H
N
E
5
ロ
)
あ
る
い
は
土
着
主

義

(
g
z
s
m
g
)
と
す
る
見
方
も
、
乙
乙
か
ら
出
て
く
る
。

第
三
点
は
、
象
徴
二
元
論
的
世
界
観
に
つ
い
て
で
あ
る
。
〔
表
2
〕
で
は
、

期
歌
詞
{
例
1
1
U
〕
か
ら
直
接
抽
出
で
き
る
表
現
を
並
べ
て
み
た
。
〔

〕
内

崎
は
、
歌
詞
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
(
ま
た
は
別
の
歌
詞
あ
る
い
は
談
合
で
よ
く

り
使
用
さ
れ
る
)
言
語
表
現
で
あ
る
。
楽
器
と
グ
ラ
ウ
不
イ
シ
ョ
ン
は
直
接
歌

リ
詞
に
表
わ
れ
な
い
が
、
彼
ら
の
象
徴
体
系
の
中
で
は
比
較
的
明
確
な
の
で
列

アフ
挙
し
て
み
た
。
(
し
か
し
現
実
ζ

立
、
個
人
歴
と
グ
ル
ー
プ
の
性
格
に
も
よ
り
、

べ
叫
)

げ
ド
ラ
ム
以
外
は
意
見
が
分
か
れ
る
。
)
事
例
数
の
限
定
に
よ
り
、
付
随
あ
る
い

ラ
は
派
生
す
る
二
項
対
立
、
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
下
位
文
化
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
文
化
と

の
比
較
か
ら
指
摘
で
き
る
要
素
は
含
め
な
か
っ
た
。
〔
ラ
イ
オ
ン
と
ア
ナ
ン

(
圏
)

シ
(
蜘
妹
人
)
、
自
然
と
人
工
、
「
ア
イ
タ
ル
」
料
理
(
塩
抜
き
、
特
に
豚
肉

忌
避
)
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
料
理
(
塩
、
香
辛
料
重
富
)
、
(
特
に
)
女
性
の
長
衣

(
ス
カ
ー
ト
)
と
ス
ラ
ッ
ク
ス
(
男

l
女
の
対
立
よ
り
)
、
非
産
児
制
限
と

産
児
制
限
(
「
家
族
計
画
」
)
、
性
行
為
の
「
正
常
位
」
と
「
印
」
、
父
親
中

心
家
族
と
母
線
中
心
家
族
、
純
血
主
義
と
混
血
、
自
給
自
足
的
生
活
と
金
儲

け
等
々
〕
ま
た
黒
、
白
、
赤
の
色
の
両
義
性
、
火
や
煙
の
象
徴
、
政
治
の
忌

避

(

9

・

3
Z
5
2
3
)
月
経
血
の
汚
れ
等
も
重
要
な
考
察
対
象
で
あ
る
。

乙
の
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
ら
の
象
徴
二
元
論
は
基
本
的
に
は

ユ
ダ
ヤ
H
キ
リ
ス
ト
教
的
象
徴
体
系
に
則
っ
て
い
る
。
そ
し
て
植
民
地
主
義

を
代
表
す
る
象
徴
に
負
の
価
値
を
付
加
し
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
社
会
と
文
化
の
上

部
構
造
に
非
難
の
鋒
先
を
向
け
る
。
と
乙
ろ
で
彼
ら
が
概
念
と
し
て
求
め
た

枠
組
が
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
社
会
で
一
般
的
K
高
い
価
値
が
置
か
れ
る
キ
リ
ス
ト

教
で
あ
る
こ
と
は
、
実
は
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
運
動
が
継
続
、
発
展
し
え
た
理
由

の
重
要
な
一
要
素
で
あ
る
。
そ
の
共
通
性
ゆ
え
に
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教

に
も
重
要
な
刺
激
を
与
え
、
活
性
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

〔

SHω
〕

>-~ 
口、日
p.. 
自ロ
叩阿
t:;""'."" 
s-g-
m 口
:>;"" 

s <+ 
p' 0 

品目
o ::r 

E-S. .$i; 
σF 
Z ... ..... 
p' -
(JJ 

'0 
O 
<+ 

- 113ー

。
匝
己
目
叩
』
『
日

(日
H

)

門

r
z『0
2
号

E
u、

冨
U
『
仏
戸
間
】
回
以
一
可
宅

HH】

σ司
閃

OH口
町
内

H4宅
向
一
可

f
，g巾
}
ヘ

H
g白}
内
申

3
，BH1HBU『

最
後

κ、
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
継
承
に
つ
い
て
み
よ
う
。
明
ら
か
に
商
ア
フ

リ
カ
の
価
値
体
系
は
、
ほ
と
ん
ど
歌
詞
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
実

は
、
例
え
ば
〔
例
目
〕
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
間
信
仰
の
影
響
が
若
干
残

(
却
)

さ
れ
て
い
る
。
死
者
の
霊
「
ダ
ピ
イ
」
(
門

E
3
1
は
好
例
で
あ
る
。
一
般

(
剖
)

に
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
は
死
を
否
認
し
、
肉
体
の
死
を
信
じ
な
い
。
死
に
つ

い
て
の
言
及
さ
え
忌
避
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
K
代
わ
っ
て
、
「
永
遠
の

生
命
」
(
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
)
と
永
劫
回
帰
と
の
共
通
性
も
あ
る
「
再
生
」

の
恩
想
を
盾
に
す
る
。
(
し
か
し
「
再
生
」
観
念
も
ラ

(吋冊目ロロ釦吋ロ釦門戸
O

ロ)



ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
)

民
間
信
仰
に
は
乙
の
他
、
ア
フ
リ
カ
文
化
の
遺
産
と
さ
れ
る
諸
要
素
が
多

く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
は
、
上
部
構
造
と
し
て
の
西
欧

(
特
に
イ
ギ
リ
ス
)
文
化
の
浸
透
性
(
「
洗
脳
性
」
(
耳

E
5垣
即
日
芭
の

強
さ
を
理
由

κ、
ア
フ
ロ
・
ジ
ャ
マ
イ
カ
文
化
の
「
ア
フ
リ
カ
」
性
を
否
定

す
る
。
彼
ら
の
こ
の
よ
う
な
自
己
矛
盾
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
影
響
力
の

強
さ
を
も
裏
付
け
る
わ
け
で
あ
る
。

(
担
)

グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン

4 
原
義
的
意
味
レ
ベ
ル
で
ま
ず
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
共
に
集
ま
る
」
、
「
ド

ラ
ム
を
楽
し
む
」
、
「
礼
拝
す
る
」
、
「
讃
美
す
る
」、
「
ガ
ン
ジ
ャ
を
吸
う
」
、

「
踊
る
」
、
「
談
合
す
る
」
等
々
、
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
場
で
の
行
為

が
中
心
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
行
為
に
は
ま
た
各
々
鉱
が
り
を
持
つ
意
味
が
付

与
さ
れ
る
。
そ
の
形
態
は
多
機
で
あ
る
が
、
各
自
が
自
分
た
ち
の
グ
ラ
ウ
ネ

イ
シ
ョ
ン
を
「
自
然
」
で
「
原
初
」
の
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
「
自
然
」

で
「
原
初
」
の
も
の
は
乙
れ
ま
で
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
「
駐
車
」
の
領
域
に
近

い
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
直
接
娯
楽
つ

2
2『
t
z
-
J
を
目
的
K

「
ビ
ン
ギ
」

(
グ
ラ
ウ
、
不
イ
シ

ョ
ン
)
を
行
う
乙
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
歌
は
宗
教
性
を
含
み
、
ガ
ン
ジ
ャ
喫
煙
に
も
聖
的
意
義
が
付
与
さ
れ
る
。

総
じ
て
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
「
真
の
」
ラ
ス
タ
フ
ア

リ
ア
ン
が
共
同
で

「
絶
え
ざ
る
感
謝
と
讃
美
」
を
拷
げ
る
儀
礼
の
場
で
あ
る
。
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ

ヨ
ン
で
は
共
に
集
ま
り
、
共
通
の
乙
と
を
し
、
感
情
も
共
有
で
き
る
。
そ
乙

に
は
協
調
性
、
調
和
、
一
致
無
し
で
は
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
線
本
的
に
機

能
し
な
い
。
集
会
が
参
加
者
に
と
っ
て
こ
れ
ら
を
意
味
す
る
も
の
と
な
る
た

め
に
、
音
楽
は
極
め
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

音
の
調
和
は
会
衆
の
統
合
を
強
化
す
る
が
、
立
目
の
不
一
致
あ
る
い
は
不
協

和
音
が
目
立
つ
音
楽
は
、
演
奏
者
や
合
唱
者
に
不
快
感
を
当
然
与
え
る
。
音

の
創
造
者
は
一
致
さ
せ
る
努
力
を
す
る
か
、
切
り
の
良
い
所
で
す
ぐ
止
め
よ

う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
仮
に
一
曲
が
終
わ
っ
て
も
、
全
員
の
調
和

や
一
致
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
感
覚
が
残
る
。

ま
た
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
共
有
性
は
特
に
小
、
グ
ル
ー
プ
の
湯
合
に
顕
著
，

だ
が
、
そ
も
そ
も
そ
れ
を
始
め
る
時
か
ら
問
題
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
始
め
る

前
か
ら
主
要
メ
ン
バ
ー
聞
に
争
い
や
悪
感
情
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
理
由
に

延
期
あ
る
い
は
中
止
さ
れ
た
乙
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
音
楽
を
通
し
て
の
共

同
作
業
、
同
じ
信
仰
告
白
、
「
聖
杯
L

(

ガ
ン
ジ
ャ
の
水
煙
管
)
の
回
し
飲
み

を
す
る
う
ち
に
、
和
解
す
る
気
持
ち
も
出
て
き
た
乙
と
を
示
し
た
例
も
あ

っ

た

(
M
R
R
)
。
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
不
利
を
生
ん
だ
と
い
う
話
は

こ
れ
ま
で
聞
い
た
乙
と
は
無
く
、
少
な
く
と
も
そ
乙
で
生
ま
れ
る
調
和
、
ぁ

一
応
機
能
し
て
い
る
と
言
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る
い
は
調
和
を
生
み
出
す
た
め
の
協
調
性
等
は
、

え
そ
う
で
あ
る
。

儀
礼
と
し
て
の
側
面
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
非
形
式
性
で
あ
る
。
よ
く
尊

重
さ
れ
る

「自
然
」、
「
自
由
」、
「
意
志
」
等
の
鍛
念
は
、

E
O
C
や
E
I
C

を
除
い
て
、
集
ま
り
自
体
を
自
ら
非
統
一
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教

諸
教
会
の
礼
拝
で
そ
の
時
間
的
配
置
順
序
が
決
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ

の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
・

「
ビ
ン
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ギ
」
は
不
定
で
あ
り
、
中
心
的

「兄
弟
」
(
ら
)
に
よ
っ
て
怒
意
的
に
決
め
ら

れ
る
。
開
始
も
終
止
も
暖
昧
で
あ
る
。
長
さ
も
不
・
辺
で
、
形
態
も
形
式
も
不

統
一
で
あ
る
。
内
容
も
多
織
で
あ
る
。
例
え
ば
、
聖
書
朗
読
や
聖
書
講
解
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
則
っ
た
談
合
が
無
い
乙
と
も
多
い
。
(
歌
と
そ
の
A
n
聞
に

発
す
る
呼
び
か
け
か
ら
、
一
言
語
的
に
明
確
な
伝
仰
告
白
や
祈
り
が
聞
か
れ
る

の
み
で
あ
る
。
)
ま
た
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
ド
ラ
ム
に
さ
え
、
奏
者
の
交

代
も
見
ら
れ
る
。
技
術
が
さ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
な
い
フ
ン
デ
で
は
む
し
ろ
、
叩

か
れ
て
音
と
リ
ズ
ム
が
出
さ
れ
て
い
る
か
が
よ
り
問
題
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
に
見
ら
れ
る
非
形
式
性
で
あ
っ
て
も
、
ラ
ス

タ
フ
ア
リ
ア
ン
に
特
有
の
も
の
と
は
言
え
な
い
。
(
ア
フ
ロ
・
ジ
ャ
マ
イ
カ
文

化
伝
統
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
)
ま
た
乙
の
非
形
式
性
の
中
に
も
そ
れ
な
り
の

秩
序
は
あ
り
、
規
範
と
な

っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
男
性
原
理
は
そ
の
好
例

で
あ
る
。
前
に
触
れ
た
も
の
以
外

κも
、
例
え
ば
女
性
に
対
し
て
は
、
男
性

よ
り
も
細
か
い
「
規
則
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
ド
レ
ッ
ド
・
ロ

ッ

H

h

 .
.
 

(
羽
~

ク
ス
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
カ
」
り
物
を
着
け
肌
を
隠
す
べ
く
長
衣

を
ま
と
う
ζ

と
、
グ
ル
ー
プ
に
よ

っ
て
は
女
性
に
よ
る
調
照
の
禁
止
(
「
綴

れ
」
の
防
止
)
等
々
が
挙
げ
ら
れ
る
。
乙
れ
ら
は
男
性
の
優
越
性
を
明
示
し
、

へ

国

)

(

あ

)

男
性
へ
の
従
順
を
要
求
し
、
、
そ
れ
を
「
自
然
の
秩
序
L

(

男
性
優
位
の
小
世

界
)
と
位
置
づ
け
る
。

ま
た
乙
の
集
ま
り
は
、
相

E
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
る
。
個

人
と
神
、
信
者
と
神
と
い
う
縦
の
関
係
の
み
な
長
す
、
「
兄
弟
」
「姉
妹
」
同
士
の

横
の
関
係
も
当
然
強
調
さ
れ
強
化
さ
れ
る
。
新
し
い
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

も
あ
る
。
日
頃
溜
っ
た
不
満
や
悪
感
情
の
捌
け
け
と
し
て
も
(
ナ
イ
ヤ
ビ
ン

ギ
音
楽
そ
の
も
の
も
大
き
な
役
刻
を
回
収
た
す
が
)
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
相
互
作
用
の
機
能
も
見
逃
せ
な
い
。
乙
れ
は
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
運
動
全
体

の
中
で
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
位
置
づ
け
(
「
位
置
的
」
意
味
)
る
と
き
に
も
一
一
日

え
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
が
多
勢
で
公
然
と
ガ
ン
ジ
ャ
を
吸
え
る
機
会

を
提
供
す
る
。
ク
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
が
儀
礼
の
場
で
あ
る
限
り
、
ガ
ン
ジ
ャ

は
「
聖
杯
」
の
象
徴
と
し
て
外
部
者
に
対
し
て
も
機
能
す
る
。
ジ
ャ
マ
イ
カ

で
は
表
面
上
、
栽
培
も
売
買
も
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ

ヨ
ン
の
巌
中
に
警
官
が
取
締
り
を
す
る
乙
と
は
、
(
少
な
く
と
も
最
近
で
は
)

ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
で
あ
る
。
ガ
ン
ジ
ャ
は
仲
間
に
分
配
さ
れ
る
。
各
人
が

紙
に
巻
い
て
吸
い
、
そ
れ
を
他
の
仲
間
と
共
有
す
る
乙
と
も
あ
る
。

M
R
R

で
は
水
煙
管
を
男
性
た
ち
が
回
す
。
乙
の
匂
い
は
彼
ら
に
と
っ
て
至
上
の
馨

し
い
香
で
あ
り
、
「
聖
な
る
知
恵
」
を
授
く
物
、
「
国
家
/
国
民
を
癒
す
力
」
、

ま
た
そ
れ
を
媒
介
に
ジ
ャ
!
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
、
と

戸
包
訓
剖
刷
W

い
つ
た
シ
ン
、ボ
ホ
リ
ズ
ム
が
働
/
く
、
。
ま
た
乙
の
匂
い
は
煙
草
や
ア
フ
ロ
.
ジ
ヤ

7

イ
カ
宗
教
で
よ
く
用
い
吉
ら
り
れ
る
ラ
ム
酒
の
匂
い
と
対
此
崎
町
し
、
暗
に
一
般
ジ

ャ
マ
イ
カ
文
化
、
社
会
、
ア
フ
ロ
・
ジ
ャ
マ
イ
カ
文
化
へ
の
ア
ン
チ
・
テ
ー

ゼ
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
運
動
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
る
と
、

他
に
「
公
同
の
教
会
」
が
無
い
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
に
と
っ
て
、
ま
ず
儀
礼

の
場
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
礼
拝
を
も
象
徴
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た

E
O
C



と
E
I
C
の
儀
礼
を
除
い
て
、
そ
の
形
態
と
内
容
は
自
由
(
非
形
式
性
)

と
協
調
、
「
平
和
と
愛
」
に
よ
る
一
致
、
和
、
親
睦
(
友
誼
)
等
を
表
象
し
て

い
る
。
ま
た
音
の
創
造
か
ら
成
熟
ま
で
の
過
程
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ

乙
で
の
音
楽
と
踊
り
は
ま
さ
に
娯
楽
、
喜
び
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
あ
り
方
自
体
が
、
「
談
合
」
に
よ
る
知
を
得
る
こ
と
の
意
も
含
め
て
、
教
育

を
も
表
わ
す
ζ
と
に
な
る
。
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
多
義
性
は
、
多
元
的
機

能
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
音
楽
は
ま
ず
、
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ

信
仰
の
讃
美
歌
で
あ
る
。
そ
の
信
仰
体
系
が
不
変
の
教
義
と
し
て
定
着
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
常
に
信
者
に
よ
っ
て
変
化
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
反
映
し
て
、
新
し
い
歌
は
生
み
出
さ
れ
続
け
る
。
ナ
イ
ヤ
ビ

ン
ギ
音
楽
は
、
音
楽
の
場
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
共
働
作
業
、
共
通
体
験
に
よ

っ
て
、
信
仰
を
再
確
認
し
、
一
致
の
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
グ
ル
ー
プ
を
越
え
て
共
通
の
歌
が
歌
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
歌

わ
れ
る
内
容
に
グ
ル
ー
プ
の
分
派
主
義
は
表
面
化
し
な
い
。
む
し
ろ
ラ
ス
タ

フ
ァ
リ
信
仰
と
い
う
特
異
性
を
も
越
え
て
、
人
類
普
遍
に
訴
え
る
主
義
主
張

乙
そ
強
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
乙
に
は
レ
ゲ
エ
に
見
ら
れ
る
戦
闘

性
、
直
接
的
攻
撃
表
現
は
無
い
。
い
や
潜
在
し
て
い
る
が
、
顕
在
化
す
る
も

の
は
、
あ
く
ま
で
も
聖
書
的
表
現
で
あ
り
、
信
仰
の
表
明
、
「
讃
美
」
な
の
で

あ
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
讃
美
歌
は
、
一
方
で
は
「
抑
圧
者
」
に
対
す
る
穆
憤
を
平

和
的
に
解
消
す
る
創
造
的
な
装
置
で
も
あ
る
。
外
部
社
会
「
パ
ビ
ロ
ン
」
と

の
乳
蝶
、
迫
害
か
ら
の
逃
難
場
と
も
な
る
。
「
パ
ピ
ロ
ン
」
に
対
す
る
「
ジ
ャ

l
L
か
ら
の
予
言
と
警
告
を
発
す
る
「
武
器
」
と
し
て
、
「
リ
デ
ィ
ム
」
と

「
讃
詠
」
は
鳴
り
渡
り
歌
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
讃
美
歌
で
強
調
さ
れ
る
「
ア
フ
リ
カ

(
エ
チ
オ
ピ
ア
)
帰

還
」
は
、
彼
ら
の
「
ア
フ
リ
カ
(
エ
チ
オ
ピ
ア
)
人
」
と
し
て
の
主
張
と
さ

れ
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
失
わ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
回
復
の
追
求
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ク
リ
オ
l
ル
化
さ
れ
た
ア
フ
ロ
・
ジ
ャ
マ
イ
カ
を

良
し
と
し
な
い
。
彼
ら
の
説
く
「
ア
フ
リ
カ
」
は
、
「
シ
オ
ン
」
と
し
て
の

「
エ
チ
オ
ピ
ア
」
、
つ
ま
り
黒
人
独
自
の
、
「
ア
フ
リ
カ
的
」
な
キ
リ
ス
ト
教

王
国
で
あ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
伝
統
、
文
化
の
継
承
は
、
意
味
レ
ベ
ル

で
は
ほ
と
ん
ど
萎
縮
、
希
薄
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
空
白
を
埋
め
る
の
に
、

既
存
の
文
化
の
再
解
釈
を
行
い
、
そ
の
独
自
性
を
「
原
初
」
の
も
の
と
し

て
規
範
付
け
る
の
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
権
威
を
借
り
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

歴
史
的
事
実
や
正
確
な
知
識
を
欠
い
た
彼
ら
の
説
明
原
現
に
散
見
さ
れ
る
矛

盾
は
、
今
後
の
彼
ら
の
行
く
末
に
、
あ
る
種
の
方
向
づ
け
や
影
響
を
与
え

る
で
あ
ろ
う
。
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ま
さ
に
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム
の
一
形
態
と
し
て
の
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
讃
美
歌

は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
社
会
、
文
化
に
対
し
て
少
な
く
と
も
二
つ
の
再
活
性
化
を

行
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
。
一
つ
は
、
厳
然
と
あ
り
な
が
ら
無
視
、
蔑

視
さ
れ
続
け
、
そ
の
た
め
に
瀕
死
の
状
態
に
あ
っ
た
西
ア
フ
リ
カ
文
化
、
伝
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統
の
見
直
し
で
あ
り
、
噂
厳
あ
る
黒
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
追
求

と
い
っ
た
ガ
1

ヴ
エ
イ
ズ
ム
の
働
き
の
推
進
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
特
に

黒
人
下
層
階
級
の
間
に
簸
寄
せ
が
来
る
諸
々
の
社
会
問
題
に
も
十
分
応
え
ら

れ
ず
体
制
と
一
体
化
し
、
自
己
義
認
と
偽
善
で
形
骸
化
し
て
き
た
と
さ
れ
、

ま
た
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
指
向
を
是
と
し
て
き
た
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教

諸
教
会
に
も
反
省
を
促
し
て
き
た
乙
と
で
あ
る
。
ま
た
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム

に
内
在
す
る
暖
妹
性
と
矛
盾
は
、
実
は
そ
れ
ら
を
切
り
妓
け
る
た
め
、
信
仰

と
英
知
を
醸
成
し
、
情
熱
と
創
造
に
よ
り
補
う
場
を
も
提
供
し
て
き
た
も
の

と
も
一
言
P
え
よ
う
。

震
後
に
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
諭
美
歌
は
、
も
う
一
つ
の
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
音
楽
と

し
て
有
名
に
な
っ
た
レ
ゲ
エ
の
主
に
思
想
(歌
詞
)
面
で
の
発
展
に
も
貢
献
し

た
乙
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ジ
ョ

1
ン
・
パ
エ
ズ
や
ボ
ブ
・
デ
イ
ラ
ン

と
す
ら
比
肩
さ
れ
る
、
ボ
ブ
・

7
l
レ
イ
ら
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
活
躍
の

独
自
性
は
、
ま
さ
に
信
仰
を
土
台
と
し
た
社
会
抵
抗
を
歌
い
上
げ
て
き
た
乙

と
に
あ
る
。
現
代
(
特
に
七

0
年
代
後
半
以
降
)
の
嵐
、
あ
る
い
は
第
三
世

界
を
象
徴
す
る
音
楽
と
し
て
、
今
や
他
の
カ
リ
ブ
海
諸
地
域
(
特
に
英
語

圏
)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ
、
英
国
及
び
英
連
邦
諸
国
(
ア
フ
リ
カ
、

大
洋
州
を
含
む
〉
は
無
論
、
そ
の
他
言
語
の
障
壁
を
も
乗
り
越
え
て
(
ブ
ラ

ジ
ル
、
ソ
迷
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
西
独
、
そ
し
て
日
本
に
ま
で
)
紹
介
さ
れ
、

彼
ら
の
「
平
和
と
愛
の
福
音
」
が
広
く
伝
わ
り
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔写真1) ラスタフアリアンのバンド「ラス・ 7 イケノレとニーガス(皇帝)の息子たちJ
のコンサート。ある日曜日の午後，キングスト ン市内の有名なデグ才 ン・ハウス内庭で，
ラスタファリ文化展が開かれた。その時のプロ グラ ムの1つ。
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〔写真3JiE.l.C. (ポポ)の「クライスト・
7 ス」礼拝。 1月7日「司祭」がシャツカを振

て讃美。

[写真2) E.O.C. (エチオピア!正統教会)

本部(在キングストン)での(日曜)礼拝

の後の歓談。

中央:セドリ yク・プノレックス

右奥:聖歌隊員

4) E.O.C.の(もう 1つのジャマイカ)支部(在キングストン)
に集まった教会員
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付
記本
論
で
扱
い
き
れ
ず
、
ま
た
言
及
は
す
る
が
十
分
に
整
煙
、
展
開
で
き
な

か
っ
た
諸
々
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
機
会
が
あ
れ
ば
別
稿
で
論
じ

た
い
。
な
お
先
号
〔楽
譜
7
〕
は
歌
詞

〔例
4
〕
に
相
当
す
る
。

註

ラスタフアリアンの讃美歌

(1
)
旧
約
聖
書
の

レ
ビ
記
一

二
章
五
節
を
体
現
化
し
た
と
さ
れ
る
長
髪

で
、
乙
の
ロ
ッ
ク
ス
を
信
仰
の
表
現
と
し
て
い
る
信
者
を
も
指
す
。

実
際
の
彼
ら
の
解
釈
は
、
「
自
然
」
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
、
つ
ま
り

神
の
被
造
物
に
何
ら
の
傷
を
つ
け
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
乙
と
で
、

毛
に
刃
物
を
当
て
な
い
。
同
様
に
、
髪
・
も
伸
ば
す
「
ビ
ア
l
ド
・
マ

ン
」
(
女
性
に
も
稀
に
見
ら
れ
る
)
も
、
乙
の
「
ド
レ
ッ
ド
・
ロ

y
ク

ス
」
派
に
顕
著
で
あ
る
。
サ
ム
ソ
ン
は
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。

縮
れ
毛
を
絡
み
合
わ
せ
、
幾
つ
も
の
東
を
作
っ
て
伸
ば
し
て
い
る
者
、

た
だ
髪
の
脂
分
を
利
用
し
て
か
た
ま
り
に
し
て
伸
ば
す
者
等
々
い
る

が
、
家
畜
の
糞
を
使
っ
て
固
め
る
と
い
う
説
の
信
想
性
は
薄
い
。
ジ

ャ
マ
イ
カ
の
大
多
数
の
黒
人
系
住
民
は
髪
を
伸
ば
さ
な
い
の
で
、
こ

の
長
髪
は
極
め
て
奇
異
に
映
り
、
そ
の
様
相
が
恐
怖
感
を
与
え
た
こ

と
か
ら
こ
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
。
一
般
的
傾
向
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
が
「
ド

レ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク
ス
」
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
者
た
ち
は
「
禿

げ
頭
」
と
「
ド
レ
ッ
ド
」
か
ら
は
蔑
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
述
の

「
ボ
ボ
」

(
E
I
C
)
た
ち
は
、
主

κラ
ス
タ
・
カ
ラ
l
で
彩
ら
れ
た

布
を
「
か
ぶ
り
物
」
と
し
て
頭
に
巻
き
、
ロ
ッ
ク
ス
を
隠
す
。
他
の

「
ド
レ
ッ
ド
」
た
ち
の
多
く
も
(
特
に
長
髪
の
場
合
は
)
、
毛
糸
の
タ

ム
や
深
い
キ
ヤ

y

。
フ
等
を
か
ぶ
る
。
こ
れ
は
多
分
に
そ
の
「
汚
な
ら

し
さ
」
の
た
め
に
、
管
官
や

一
般
社
会
か
ら
偏
見
や
不
当
な
扱
い
、

迫
害
を
被

っ
た
こ
と
が
直
接
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

(2
)
乙
の
傾
向
は
他
の
、
グ
ル
ー
プ
(
例
え
ば
十
二
部
族
)
で
も
見
ら
れ

る
。
先
号
の
{
図

1
1
3
〕
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(3
)

創
世
記
以
来
の
主
要
な
テ
1
7
の

一
つ
で
あ
り
、
神
か
ら
の
離
反

↓
「
楽
園
」
か
ら
の
追
放
↓
捜
し
求
め
て
放
浪
、
あ
る
い
は
神
の
命

令
に
従
っ
て
ど
こ
に
で
も
出
て
ゆ
く
寄
留
者
の
あ
り
方
に
通
じ
る
。

(
4
)

二
円
=
は

2

回
同

σ
三
o
竺
を
指
す
が
、
そ
の
為
し
て
き
た
こ
と
は

邪
悪
な
こ
と
ば
か
り
だ
、
と
い
う
の
が
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
主
張

で
あ
る
。

(5
)

接
尾
辞
の
よ
う
な

z-3は
、
そ
れ
無
し
で
も
意
味
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
0

2

て
を
強
調
し
、
ふ
ん
だ
ん
に
馳
使
す
る
「
ア
イ
タ
ル

ニ
ム
白
一
原
語
は

2
S
S
一
ョ
と
も
言
わ
れ
る
)
言
語
」
の
一
事
例

で
あ
る
が
、
乙
れ
に
よ

っ
て
セ
ラ
シ
エ
の
徴
で
あ
る
こ
と
を
示
す
場

合
も
あ
る
。
(
そ
の
瞬
間
の
言
語
表
現
に
ど
れ
ほ
ど
の
イ
メ

ー
ジ
や
象

徴
の
連
鎖
が
続
い
て
い
た
か
は
、
後
に
イ
ン
フ
ォ

1
マ
ン
ト
に
質
問

し
た
と
ζ

ろ
で
、
そ
の
内
容
に
完
全
な

一
致
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
事
後
の
説
明
で
は
、
そ
の
時
以
上
に
想
像
力
を
働
か
せ
得
る

し
、
特
に
質
問
者
に
答
え
る
、
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
お
い
て
は
、

作
為
的
に
豊
富
で
複
雑
な
説
明
を
与
え
る
こ
と
が
起
こ
る
か
ら
で
あ

る
。
)

(6
)

発
音
さ
れ
る
の
は
形
容
詞
形
だ
が
、
そ
の
後
の

様
、
状
態
、
意
士
山
、
願
望
が
混
入
し
て
い
る
。

(
7
)

創
世
記
十
四
章
十
八
節
。
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(
8
)

へ
ブ
ル
人
へ
の
手
紙
五
章
六
十
節
。

(
9
)

黙
示
録
一
二
章
六
節
。
ま
た
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
中
に
は
、
「
ア

ル
フ
ァ
王
、
オ
メ
ガ
女
王
」
と
い
う
表
現
も
用
い
る
者
も
い
る
。
(
先

号
〔
例

5
〕
参
照
)

(
叩
)
本
名
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ズ
ワ
ル
ド
。
「
伯
爵
」
に
ふ
さ
わ
し
い

人
格
と
「
威
信
」
を
も
っ
て
い
た
と
乙
ろ
か
ら
、
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
・

リ
ズ
ム
形
成
期
頃
よ
り
あ
だ
名
で
親
し
ま
れ
て
い
た
。

(
日
)
サ
キ
ソ
フ
ォ
l
ン
が
中
心
で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
フ
ル
ー
ト
も
吹

く
。
ド
ラ
ム
も
叩
く
。
現
在
は
、
「
ユ
ナ
イ
テ
ド
・
ア
フ
リ
カ
」
を

結
成
・
育
成
し
、
音
楽
と
踊
り
を
中
心
に
ア
フ
ロ
・
ジ
ャ
マ
イ
カ
文

化
を
成
熟
さ
せ
、
か
つ
後
輩
、
若
年
層
の
芸
術
・
教
育
に
貢
献
し
て

い
る
。
自
宅
の
「
ヤ

1
ド
」
内
に
練
習
室
も
設
け
、
ま
た
定
期
的
に

無
料
オ
ー
プ
ン
・
セ

y
シ
ョ
ン
を
開
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も

貢
献
し
て
い
る
。
時
に
そ
の
場
を
借
り
て

「
ア
イ
タ
ル
料
理
」
(
宗
教

思
想
的
理
由
に
よ
り
塩
や
動
物
肉
〔
特
に
豚
〕
を

ι
切
使
用
し
な
い
)

や
飲
物
の
自
然
食
を
売
り
、
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
思
想
と
自
然
志
向
を
結

び
つ
け
て
宣
伝
す
る
。
彼
は
ま
た
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
芸
術
校
の
音
楽
研

究
科
の
教
師
で
も
あ
る
。

(ロ
)

脚
光
を
浴
び
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
ヴ
ィ
ア
・
ジ
ョ
ン
の

=
0
3
0
3ロ
ロ
ユ
可
欠
ロ
o
n
E
3

と
い
う
一
種
の
の
ど
自
慢
大
会
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
の
道
へ
の
機
会
を
鋼
み
た
い
者
た
ち
の
披
露
の

場
で
あ
り
、

当
時
唯
一
の
場
を
回
提
供
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

(日

)

E
O
C
へ
の
招
待
と
い
う
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
・
グ
ル
ー
プ
間
の
公
的

相
互
協
調
関
係
も
、
異
例
な
が
ら
存
在
し
た
。
音
楽
の
グ
ル
ー
プ
間

交
換
は
一

f
l
l見
ら
れ
な
い
。
大
き
な
会
場
を
借
り
て
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、

M
R
R
の
他
十
二
部
族
も
行
な
う
。

(は
)

L
P版
と
し
て
は
三
枚
組
の

『
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
(
ロ
品
)
と

『
モ
ザ
ン
ビ
l
ク
の
話
』

(-sg
が
あ
る
。

(
日
)
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
の
歌
で
、
「
四
百
年
の
奴
隷
制
」
、
「
四
百
年
」

と
い
っ
た
奴
隷
制
や
植
民
地
主
義
/
支
配
の
テ
!
?
を
明
確
に
揚
げ

た
も
の
も
あ
る
。

(
M
m
)

本
稿
で
は
象
徴
を
、
意
味
内
容
を
表
わ
す
媒
体
と
な
る
事
物

(楽

器
)
、
言
語
(
歌
詞
)
、
記
号
(
リ
ズ
ム
、
旋
律
)
、
事
象
(
グ
ラ
ウ
ネ

イ
シ
ョ
ン
)
と
す
る
。

(
げ

)

V
・
タ
l
ナ
ー
は
三
つ
の
意
味
レ
ベ
ル

「原
義
的
」
、
「操
作
的
」
、

「
位
置
的
」
に
分
け
て
い
る
o
H，E
「
コ
巾
戸
〈
-n
円
。
円
・
句
、
主
E
h
h
b
¥

、ミ
E
H・
5
ミ
・
(い
0
3叩
]
一
己
コ
日
〈
、
同V
E
g
-

厳
密
に
タ
l
ナ

ー
に
従
う
と
、
例
え
ば
原
義
的
意
味
レ
ベ
ル
で
は
、
専
門
家
と
非
専

門
家
の
二
分
や
説
明
・
解
釈
の
共
通
性
の
有
無
(
個
人
個
有
の
見
解

か
共
有
さ
れ
て
い
る
か
)
も
問
題
と
さ
れ
る
。
繰
作
的
意
味
レ
ベ
ル

で
は
、
グ
ル
ー
プ
権
成
や
構
造
、
象
徴
操
作
行
為

K
お
け
る
情
緒
的

側
面
、
個
人
や
グ

ル
ー
プ
の
貢
献
(
参
加
)
度
の
考
察
は
必
要
で
あ

る
。
ま
た
位
置
的
意
味
レ
ベ
ル
で
要
求
さ
れ
る
の
は
、
象
徴
操
作
が

問
題
と
さ
れ
る
ト
ー
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
各
局
面
の
目
的
と

の
関
連
、
そ
の
局
面
に
お
け
る
象
徴
の
相
関
的
位
置
、
多
義
的
象
徴

が
そ
の
配
置
で
最
重
要
に
な
る
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
乙
の
小
論
で

は
敢
え
て
厳
密
に
従
っ
た
展
開
は
避
け
た
。

(同
)

当
然
の
乙
と
な
が
ら
、
長
老
格
で
も
音
楽
的
資
質
が
愚
か
で
な
い

た
め
に
知
識
が
之
し
い
者
、
あ
る
い
は
立
円
楽
に
そ
れ
程
の
意
義
や
重
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ラスタフアリアンの讃美歌

要
性
を
付
与
し
な
い
者
も
い
る
。
彼
ら
の
説
明
は
相
対
的
に
取
純
で

あ
り
、
象
徴
的
窓
味
体
系
も
浅
い
。
他
五
、

一
般
の

「兄
弟
」
の
小

に
も
、
知
識
盈
も
豊
富
で
多
義
の
意
味
づ
け
を
す
る
宿
が
い
る
。

(
ゆ
)
彼
の
怠
子
の
一
人

「
タ
イ
ム
」
は
、

M
R
R
の
優
れ
た
リ
ピ
ー
タ

i
奏
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
技
量
は
父
綴
譲
り
と
は

い
え
、
ま
だ
若
年
で
精
神
的
、
信
仰
約

κ成
熟
し
て
い
る
と
は
言
え

ず、

「専
門
家
」
と
は
見
倣
さ
れ
て
い
な
い
。

(
初
)
た
だ
し
、
主
要
な
グ
ル
ー
プ
に
も
例
外
は
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
M

R
R
で
は
、
現
在
の
リ
ー
ダ
ー
格
(
コ

i
デ
ィ
ネ
イ
タ
i
、
自
称
「
哲

学
者
」
)
の
サ
ム
・
ク
レ
イ
ト
ン
(
「
ブ
ラ
ザ
ー
・
サ
ム
」
)
は
ド
ラ
ム

で
は
な
く
、
タ
ン
バ
リ
ン
(
通
常
の
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
で
の
使
用

は
異
例
で
あ
る
が
)
等
を
受
け
持
つ
。
相
対
的
に
メ
ン
バ
ー
の
多
く

は
音
楽
的
質
が
高
い
。

R
O
C
で
は
、
楽
器
奏
者
と
聖
歌
隊
(
後
者
に
は
若
子
名
の
女
性

も
含
む
)
は
共
に

C
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ

て、

〔図
表
2
〕
は
適
用
し
得
な
い
。
ま
た

E
I
C
の
ド
ラ
ム
奏
者
に

は
未
熟
さ
が
目
立
つ
。
安
息
日
礼
拝
で
は
、
シ
ャ
ツ
カ
奏
者
か
一
般

信
徒
(
「執
事
」と
呼
ば
れ
る
)
の
中
に
混
じ

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

例
え
ば
「
ク
ラ
イ
ス
ト
7

ス
」
(「
エ
チ
オ
ピ
ア
式
」
ク
リ
ス
マ
ス
)
礼

拝
で
は
、
コ
吋
祭
の
み
シ
ヤ
y

カ
奏
者
と
な
っ
た
。
(
写
真
i
)
し
か

し
全
体
と
し
て
み
る
と
、
〔
図
表
2
〕
の
分
類
は
有
効
で
あ
る
。

(

幻

)

回

出

巾

n
r
o円
ι-
〈
.
(
-
U
4
4
)

(
幻
)
ま
た
入
手
可
能
で
あ
れ
ば
、
ペ
リ
カ
ン
の
袋
状
部
が
雌
山
羊
よ
り

も
良
質
で
リ
ピ
ー
タ
ー
に
使
う
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
(】
σ
E
)

E
I
C
は
聖
俗
の
区
分
を
特
に
明
確
に
し
て
い
る
が
、
ド
ラ
ム
演

(
お
)

袋
も
そ
の
一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
ド
ラ
ム

一↓一種
類
各
一

台
と
七
本
の
シ
ヤ

y
カ
を

(数
字
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
も
重
要
で
あ
る
)
、

儀
礼
で
の
み
使
用
す
る
。
そ
の
他
の
時
は
別
の

「幕
屋
」
に
保
管
さ

れ
、
み
だ
り
に
(
単
な
る
娯
楽
と
し
て
も
)
そ
の
使
用
を
祭
ず
る
。

十
人
の
み
が
奏
者
に
な
り
、
特
別
の
儀
礼
に
は
特
別
の
長
衣
を
ま
と

う
。
楽
擦
は
定
位
震
に
置
か
れ
る
。
ま
た
神
権
政
治
グ
ル
ー
プ
の
前

述
の
大
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
で
は
、
昼
間
は

「幕
屋
」
中
央
の
「
由
主
所
」
κ

ド
ラ
ム
を
安
置
し
て
い
た
。

「綴
れ
」
を
館
由
に
(
ド
ラ
ム
と

「聖

所
」
は
聖
な
る
も
の
〉
、
筆
者
の
後
触
も
接
近
・
も
禁
じ
ら
れ
た
。

(
M
)

た
だ
し
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
社
会
的
制
裁
が
加
え

ら
れ
た
話
も
筒
か
な
い
。
そ
れ
は
秘
伝
で
も
な
く
、
ま
た
/
ン
・
ラ

ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
で
も
女
性
の
音
楽
専
門
家

(V
・
レ
コ
ー
ド
、

0

・
ル
ウ
ィ
ン
、

M
・
ワ
イ
リ
l
、
E
・
ウ
ィ
ン
ト
等
)
に
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
ワ
イ
リ
!
と
ウ
ィ
ン
ト
は
ド
ラ
ム
奏
者
と
し
て
も
名
高

い
。
(
後
者
は
最
近
遠
ざ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
J

(
お
)
ド
ラ
ム
以
外
、
例
え
ば
グ
レ
イ
タ
!
や
シ
ャ
ツ
カ
の
演
奏
K
、
メ

ン
パ
|
以
外
の
気
心
の
知
れ
た
者
の
部
分
参
加
を
、
例
外
的
に
黙
認

し
た
こ
と
は
あ

っ
た
。
例
え
ば
M
R
R
を
共
に
訪
れ
た
ジ
ャ
マ
イ
カ

黒
人
女
性
は
、
演
奏
の
途
中
か
ら
ク
ラ
ベ
ス
を
手
に
い
つ
し
か
加
わ

っ
た
が
、
開
明
ら
か
な
不
満
は
一
不
さ
れ
な
か
っ
た
。

ζ

れ
に
は
、
彼
女

が
政
府
文
化
部
門
の
仕
事
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
に
知
己
が
い
る
ζ

と、

ま
た
我
々
が
彼
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
乙
と
も
原
因
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
彼
女
の
音
楽
的
才
能
(
彼
女
自
身
音
楽
家
で
も
あ
り
、

演
奏
は
あ
く
ま
で
引
立
て
役
だ
っ
た
)
と
そ
の
信
頼
性
の
確
立
も
大

き
い
。
も
う
一
人
の
郊
外
者
(
ジ
ャ
マ
イ
カ
黒
人
男
性
)
の
飛
入
り

内
J
白



参
加
も
黙
認
さ
れ
た
。
乙
れ
ら
は
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
音
楽
、
グ
ラ
ウ
ネ

イ
シ
ヨ
ン
の
開
放
性
を
示
す
好
例
で
は
あ
る
。
し
か
し
原
則
的
に
は
、

周
縁
的
で
代
替
可
能
な
音
と
リ
ズ
ム
の
領
域
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
で

あ
る
。
(
ド
ラ
ム
な
ら
フ
ン
デ
の
み
。
)
ご
く
小
規
模
で
か
つ
宗
教
性

が
薄
い
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
、
ド
ラ
ム
を
白
自
に
叩
い
て
よ
い
状

況
も
あ
っ
た
が
、
女
性
は
傍
観
か
、
踊
り
歌
う
の
み
で
あ
っ
た
。
近
隣

に
住
む
若
い
ノ
ン
・
ラ
ス
タ
の
黒
人
女
性
は
面
白
半
分
に
手
を
出
し

た
が
、
恥
ず
か
し
が
り
、
す
ぐ
止
め
た
。

(
お
)
例
え
は
シ
ェ
ヴ
ア
ン
ズ
の
報
告
は
、
男
女
比
一
対
三
を
示
す
。

ハリ

F2ω
ロ
ロ

2
・
切
回
円
ミ
ェ
刃
叩

S
S一
戸
田
ヨ
〉
ロ
回
目
白
日
)
目

ugコ
ロ

問

河
市

-
G
5
P
3
(は
白
『

H
S
S
=
C
Eミ
ミ
タ
〈
。
}
・

N
少

Z
O由

討凶
V

ム

ω巾
U

H

U
巾

n
-坦
斗
∞

-
Cコ
戸
〈

O
同
門
宮
市
雲
市
凹
昨
日
ロ
去
冊
目

(
幻
)
人
間
の
身
体
を
「
聖
な
る
宮
」
と
考
え
る
キ
リ
ス
ト
教
的
思
想
背

景
が
考
え
ら
れ
る
。

「自
然
」
の
破
壊
は
忌
避
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

「自
然
」
に
聖
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
お
)
例
え
ば
E
I
C
で
は
「
ダ
ビ
デ
の
竪
琴
は
ド
ラ
ム
」
、
「
弦
楽
器
、

特
に
ギ
タ
ー
は
西
洋
の
も
の
」
で
あ
る
と
極
端
な
解
釈
を
し
、
「
ヨ
l

ロ
y

パ
」
の
音
楽
は
「
サ
タ
ン
」
、

「悪
」
の
カ
テ
コ
リ
ー
に
分
類
す

る
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
彼
ら
は
レ
ゲ
エ
関
係
者
を
「
反
ラ
ス
タ
」

と
見
倣
す
。
一
方
E
O
C
や
M
R
R
は
積
極
的
に
音
楽
を
成
長
さ
せ

よ
う
と
し
、
ギ
タ
ー
は
使
わ
な
い
ま
で
も
管
楽
器
(
乙
く
稀
K
M
R

R
で
は
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
鍵
盤
楽
器
も
使
用
)
を
使
う
と
と
も
あ

る
。
十
二
部
族
の
有
料
コ
ン
サ
ー
ト
は
レ
ゲ
エ
化
し
て
い
る
。
大
多

数
の
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
は
、
社
会
経
済
的
に
剥
奪
さ
れ
た
貧
し
い

下
層
階
級
の
出
身
者
で
あ
る
が
、

E
O
C
は
そ
の
会
員
で
も
あ
る
ボ

ブ
・

7
l
レ
イ
夫
妻
(
委
リ
タ
も
著
名
な
レ
ゲ
エ
歌
手
)
の
献
金
も

あ
り
、

M
R
R
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
レ
コ
ー
ド
か
ら
の
別
収
入
と
若
干

の
政
府
よ
り
の
支
援
が
あ
る
な
ど
で
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
相
対
的

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
十
二
部
族
に
は
中
流
階
級
出
身
者
も
多
い
。

(
鈎
)
西
ア
フ
リ
カ
起
源
の
民
間
伝
承
の
主
役
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
l
。
強

大
な
力
(
動
物
)
に
対
し
て
校
摘
さ
で
出
し
放
き
、
し
ば
し
ば
成
功

を
収
め
る
。
ま
た
貧
欲
や
羨
望
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
人
、
西
イ
ン
ド
黒
人

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
も
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
。

(
初
)

『ジ
ャ
マ
イ
カ
英
語
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
直
接
あ
る
い
は
間
接
的

に
生
者
を
助
け
、
ま
た
よ
り
多
く
は
害
を
与
え
に
(
生
者
の
所
に
)

一
戻
っ
て
来
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
」
詳
細
は

。
即
日
印
戸
島
山
、
・
同
り
の

-hw
「

巾

E
m巾
-m-∞
(

包

凹

・
)
-
N
V
H
円

H
R
S
ミ
ミ
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」
『
ミ
司
白
鞘
町
白
町
沼
崎
町
H
h
k

山
町
・
-
∞
∞
0
・
(
M
D
内
山
内
乱
・
口

の
mw

ヨ
σ
コι岡
市

C
2
-〈
・
ヵ
「
巾
目
的
・

(
幻
)
死
(
者
)
と
関
係
す
る
の
は
「
反
ラ
ス
タ
」
、
「
に
せ
ラ
ス
タ
」、「羊

の
絡
好
を
し
た
狼
」
と
熔
印
を
回
押
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
五

O
年
の
歴

史
の
中
で
、
著
名
な
ラ
ス
タ
フ
7

リ
ア
ン
の
中
に
も
病
死

(
B
・マ

l
レ
イ
)
や
事
故
死

(
C
・
オ
シ
!
)
で
他
界
し
た
者
も
い
る
。
運

動
当
初
よ
り
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
高
齢
で
あ
る
。
生
者
の
み
に
関
心

を
向
け
て
い
る
場
合
に
は
通
用
す
る
不
死
論
も
、
ひ
と
た
び
死
の
現

実
に
直
面
す
る
と
矛
盾
を
大
き
く
露
呈
す
る
。
最
も
巧
妙
に
し
か
も

大
胆
に
死
不
死
論
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
契
機
は
神
セ
ラ
シ
エ
帝

の
死
で
あ
る
。

「神
」
の
死
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
死
そ
の
も
の
の
解

釈
も
含
め
て
、
多
機
な
意
見
を
生
ん
だ
。
大
別
す
る
と
山
死
の
否
定

(
神
の
不
死
)
↓
セ
ラ
シ
エ
帝
の
現
存
在
の
肯
定
、

ω死
の
否
認
(
永

戸
市
山
町
、
『

)

a



速
の
生
命
で
の
み
の
存
在
)
悶
死
の
肯
定

エ
帝
の
神
性
否
定
〉
と
な
ろ
う
。

(
犯
)
先
号
四
三

1
8六
ペ
ー
ジ
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
)
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
十
一
章
一二

i
十
六
節
。

(災
)
例
え
ば
女
性
が
口
答
え
し
た
と
い
う
母
由
だ
け
で
、
猛
烈
に
罵
声

を
浴
び
せ
ら
れ
る
乙
と
も
あ
っ
た
。

(
お
)
男
性
が
先
に
創
ら
れ
、
女
性
は
男
性
か
ら
取
っ
て
創
ら
れ
た
と
い

う
創
世
記
の
記
事
に
慈
づ
い
た
説
明
が
な
さ
れ
る
。

(お

)
E
I
C
は
儀
礼
で
は
使
用
し
な
い
。
ま
た

E
O
C
は
公
式
上
「
キ

リ
ス
ト
教
」
の
体
裁
を
整
え
、
そ
の
儀
礼
様
式
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
近

い
。
ガ
ン
ジ
ャ
は
当
然
用
い
な
い
が
、
匂
い
の
シ
ン
ボ
ザ
ズ
ム
は
あ

る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
人
司
祭
が
会
衆
の
一
列
一
列
を
香
炉
を
擦
り
な
が

ら
回
り
、
煙
と
そ
の
匂
い
を
参
列
者
に
与
え
る
。

ラスタフアリアンの讃美歌

正

前号(第4号)48頁楽譜6は

次の通り訂正します。
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"Rastafarian Hymn" 
-Nyabynghi Music of the Rastafarian Movement in Jamaica-(3) 

Yoshiko NAGASHIMA 

Through Nyabynghi music, Rastafarians confess their faith, express and idealize their hopes (desires) 
and expectations. Contexts of lyrics are internalized by singing, and the strong identity as a Rastafarian is 
fonned. By chorus, mutual recognition, companionship/brotherhood is hightened and intensified. 

Aggressive feelings and ill will, both individually and socially caused, may be expressed; however, Rasta~ 
farian music has functioned to pacify and sublimate them into creative and "tolerant" activities and behaviors. 
As the wider society gradually and even unwillingly has recognized and added favorable estimation of some of 
Rastafarians' mottos and life styles, the so far attached stigma of the Black Diaspora has become mitigated. In 
this point, Rastafarians' contribution to the popular music world (from ska to reggae and further experimen.ts) 
is immeasurable. And through such popular music, Rastafarian influence has been increased and expanded 
greatly, particularly to the other Caribbean areas, England, U's,A. and Canada. 

Rastafarian music has challenged the so~caned creolized value of Jamaican culture and Black culture in 
general I which have tended to imitate white European culture. Rastafarians have provided a renewed "African" 
identity and human dignity, reviving "Ethiopianism" inherent within Jamaican society and presenting new 
interpretations of Black "survivals", 

Rastafarian interpretations of Christianity through Nyabyoghi hymns suggest a form of nativization of 
established Christianity which has oot functioned well enough to implant gospel seeds to the lower class people. 
Rejecting mere syncretism of African religious forms and Western Christianity. Rastafarians have borrowed 
with careful selection Biblical texts to justify their reveJation through tribulations as God's children. 
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